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リモートワークを⽀える
技術の課題と展望

新型コロナウイルスの感染対策でリモートワーク（会社ではなく個別に離れた場所で業務を⾏なう
勤務形態）が奨励され、⼈々の働き⽅が⼤きく変わろうとしています。今回は、その変化を⽀える
テクノロジーのメリットと課題、展望を探ってみます。

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

会議全体の質が落ちるといった課題です。また、情報漏洩といった「セキュリティ」の課題もあり
ます。これらについて、通信環境では5G(第5世代移動通信サービス）の普及が待たれ、セキュリ
ティではソフトウェア・ハードウェアの両⽅で技術開発が進められています。

※イメージです。

※イメージです。

遠隔会議ツールの課題は少なくありません。例えば「通信環境」では、通信速度が不安定に
なったり、利⽤の急増でサービス提供側のデータ処理能⼒やサーバー環境の強化が追いつかず、

また、専⾨家からは「既存の遠隔会議ツールは、あくまで視覚と聴覚
の⼀部をデジタルで置き換えたものに過ぎない。本来、⼈間はより
多くの感覚で情報を収集・分析・判断している。それら感覚を総動員
できる遠隔会議ツールの登場が待たれる」といった指摘もあります。
現在、⼀部の研究機関では、VR（仮想現実）などのロボティクス
技術を使って、遠隔地にいる⼈と臨場感あふれる疑似的な対⾯会話が
出来る技術開発が進められています。

リモートワークのメリットには、「感染症対策」のほか、移動時間やコスト削減、出退勤の
ストレス低減、組織体制の柔軟化などが挙げられます。さらに、プライベートの充実や健康

・⽂化的な⽣活の促進などの副次的な効果もあります。
リモートワークに⽋かせない遠隔会議ツールも充実しており、⽇⽶欧で認知度が⾼いサービスでは、
「ZOOM」「Microsoft Teams」「ハングアウト Meet（Google）」「Skype for Business」など
があります。録画・録⾳（=保存）機能といった利便性はもちろんのこと、

リモートワークのメリットとは

遠隔会議ツールの課題と展望は

（当レポートは、株式会社ロボティアの情報をもとに日興アセットマネジメントが作成しています。）

100⼈規模の同時参加でも安定した環境を保てるよう、継続的なサービ
ス改善が進められています。
今後は、⾃然⾔語処理などAI（⼈⼯知能）を使った議事録⾃動作成や、
多⾔語翻訳技術などを組み込んだサービスが期待されます。さらには、
これらのデジタルデータをスケジュールやタスク毎に整理・要約・共有
できるようなワークマネージメントツールの提供も期待されます。

このように、新型コロナウイルスの感染対策をきっかけに、リモートワーク関連技術のさらなる
発展や関連市場の拡⼤が期待されます。


